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グリーンICTコンサルティング
情報システム部門による環境経営

環境問題とICT

グリーンICTとは？

ISO50001を活用したGreen of ICTの実現

ISO50001を活用することにより、Green of ICTを実現する

 

ICTエネルギーマネジメントシステムを効率的に構築することができます

 

ISO50001を活用することにより、Green of ICTを実現する

 

ICTエネルギーマネジメントシステムを効率的に構築することができます

企業を取り巻く温暖化に起因する外部環境（「規制強化」、「取引先要求の増加」、「コスト増加の脅威」）が変化する中、

 

情報システム部門としてICTリソースに起因するCO2排出量の削減（Green of ICT）や、ICTを活用したCO2排出量の削減

 

（Green by ICT）に取り組む企業が増えつつあります。

情報システム部門の担う役割

 

インターネットのトラフィック量の劇的増加を背景に、ICTに起因するCO2排出量が上昇しています。全社を俯瞰できる立場の情

 

報システム部門は、自部門が管掌（所有・管理）するICTリソースに起因するCO2排出量を削減（Green of ICT）し、ICTを活用し

 

たCO2排出量を削減（Green by ICT）することにより、全社的なCO2削減に貢献していく必要があります。

Green of ICTの実現

 

Green of ICTを実現するためには、IT計画と整合性のとれた計画、エネルギー消費量の把握、推進体制を含む継続的な改善

 

プロセスが必要となります。現在発行されているISO50001をマネジメントシステムの枠組みとして活用することにより、3つの要素

 

を含むICTエネルギーマネジメントシステムを効率的に構築することができます。

体制
現状

 

把握

計画

枠組みと

 

して活用

●企業

CO2削減

●外部環境

情報システム部門としてできることは？

①Green of ICT
ICTシステムが環境に与える負荷の軽減（環

 

境に配慮した使用、環境に配慮した調達・

 

廃棄等）

②Green by ICT
ICTシステム活用による効率化（人や物の移

 

動の削減やペーパーレス化等）

規制強化

 

省エネ法や各種自治体の法令

 

への対応

 

規制強化

 

省エネ法や各種自治体の法令

 

への対応

取引先要求の増加

 

サプライチェーンでのCO2

 

の開示・削減

 

取引先要求の増加

 

サプライチェーンでのCO2

 

の開示・削減

コスト増加の脅威

 

エネルギーコスト、CO2排

 

出コストの増加

 

コスト増加の脅威

 

エネルギーコスト、CO2排

 

出コストの増加

●解決策
Green of ICTを情

 

報システム部門とし

 

て実現する方法は？

出典：ISO50001をFRIにて、加筆・修正

エネルギー方針エネルギー方針

監視・測定監視・測定内部監査内部監査

マネジメントレビューマネジメントレビュー

計画計画

実施・運用実施・運用

点検点検

是正・予防処置是正・予防処置
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（１）組織・体制の整備
マネジメントシステムを確立し維持するために必要となる体制を整備します。体制を整備する際には、各役割・責任を明確

 

にし、マネジメントシステムの実効性を向上させます。
（２）規程・手順書の作成

「ISO/DIS 50001」より、ICTエネルギーマネジメントシステムで必要となる要素を抽出し、「ICTエネルギーマネジメント規

 

程」を作成します。また、情報システム部門の業務内容や負荷を考慮し、ICTエネルギーの管理手順および評価手順を作成

 

します。
（３）ICTリソースおよびエネルギー消費量・効率の調査

情報システム部門が管理するICTリソースのエネルギー属性（消費電力、稼働時間等）を調査し、エネルギー消費量の評

 

価やICTと関連性のある業務情報との相関分析を実施します。エネルギー消費量のボリュームゾーンを捉えると共に、エネ

 

ルギー効率を把握することで、エネルギーパフォーマンスの改善点を明らかにします。

マネジメントシステム導入の効果
ICTエネルギーマネジメントシステムを導入することにより、ICTエネルギー消費および効率を継続的に把握することができま

 

す。また、情報システム部員が環境活動に参加することにより環境に対する意識が向上し、全社環境活動にも貢献できます。

 

さらには、節電対策として暫定的に実施した施策を、ICTエネルギーマネジメントシステムに組み込むことにより、計画的かつ

 

継続的にエネルギー消費量・効率を改善することができます。

ICTエネルギー消費の把握ICTエネルギー消費の把握 エネルギーコスト削減エネルギーコスト削減

ICTエネルギー効率の把握ICTエネルギー効率の把握

部員の環境活動への参加部員の環境活動への参加

全社環境活動への貢献全社環境活動への貢献

エネルギー効率の改善エネルギー効率の改善

ICT部門のプレゼンス向上ICT部門のプレゼンス向上

●導入後の姿 ●期待される効果

サービスの概要

サービスの効果

本サービスでは、テンプレートを活用し、ICTエネルギーマネジメントシステムに必要となる「体制」、「枠組み」および「対象」を構

 

築し、マネジメントシステム運用のご支援をいたします。

＜成果物イメージ＞

Step1：マネジメントシステム構築支援

（１）組織・体制の整備 （２）規程・手順書の作成

ISO

 

50001
規程 手順書

Step２：マネジメントシステム運用支援

（３）ICTリソースおよびエネルギー消費量・効率

 

の調査
エネルギー

 

消費量
エネルギー

 

効率
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エネルギー

 

方針

ICT

 

エネルギー

 

マネジメント

 

規程

ICT
エネルギー

 

管理手順書

ICT

 

エネルギー

 

評価手順書
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手順書
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手順書

●マネジメントシステム構築支援

 

～規程・手順イメージ～
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の分析結果の分析結果

エネルギー効率のエネルギー効率の

 

分析結果分析結果

 

（業務情報との相（業務情報との相

 

関関係等）関関係等）

地域 PC サーバ ストレージ ネットワーク その他 総計

エネルギー消費量 74,896kWh 26,061kWh 0kWh 19,843kWh 3,131kWh 123,931kWh

（１拠点当たり） (4,406kWh) (1,533kWh) (0kWh) (1,167kWh) (184kWh) -

構成比 60% 21% 0% 16% 3% -

台数 339台 17台 0台 103台 43台 -

エネルギー消費量 30,580kWh 16,863kWh 0kWh 12,196kWh 2,421kWh 62,060kWh

（１拠点当たり） (2,780kWh) (1,533kWh) (0kWh) (1,109kWh) (220kWh) -

構成比 49% 27% 0% 20% 4% -

台数 200 11 0 60 30 -

エネルギー消費量 27,232kWh 15,330kWh 0kWh 9,324kWh 1,939kWh 53,825kWh

（１拠点当たり） (2,723kWh) (1,533kWh) (0kWh) (932kWh) (194kWh) -

構成比 51% 28% 0% 17% 4% -

台数 149台 10台 0台 42台 25台 -

エネルギー消費量 26,963kWh 12,264kWh 0kWh 7,591kWh 1,499kWh 48,317kWh

（１拠点当たり） (3,370kWh) (1,533kWh) (0kWh) (949kWh) (187kWh) -

構成比 56% 25% 0% 16% 3% -

台数 144台 8台 0台 31台 23台 -

エネルギー消費量 32,415kWh 27,419kWh 0kWh 17,565kWh 2,794kWh 80,192kWh

（１拠点当たり） (1,907kWh) (1,613kWh) (0kWh) (1,033kWh) (164kWh) -

構成比 40% 34% 0% 22% 3% -

台数 166台 17台 0台 71台 36台 -

エネルギー消費量 192,086kWh 97,937kWh 0kWh 66,518kWh 11,783kWh 368,324kWh

構成比 52% 27% 0% 18% 3% -

台数 998台 63台 0台 307台 157台 -
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●マネジメントシステム運用支援

 

～調査・評価結果イメージ～

●暫定的な節電対策 ●計画的かつ継続的な

 

節電対策

対策対策
対策対策

対策対策

対策対策
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